
撮影者 さん

住所

撮影場所
【作品】

【講評】

グランプリ　『極寒の朝』
【作品に対するコメント】

　凍えても、吹雪いても、通勤、通学に欠かせない列車です。

　放射冷却現象の晴れた朝、富良野盆地は霧氷につつまれ、
清々しい光景を醸し出します。
　斬新なアイディアで撮った作品は、点景に走る列車の長い汽笛
とカタ・コトとレールの継ぎ目音は富良野西岳の裾野を駆け巡り、
残響は市街地に時を告げます。真冬のひときわ際立つローカル
線の風景です。

　富良野市清水山　　Ｈ31年1月

　富良野市在住

　高山裕二



撮影者 さん

住所

撮影場所
【作品】

【講評】

　赤と緑は補色関係にあり、2色に塗り分けられた鉄橋は珍しい
ところです。
　そこに走る気動車の緑の線は目に留まります。冠雪の山並み
と列車の白が相まってローカル線ののどかな情景になっていま
す。
　背景を単純化し主役を引き立たせたことが成功につながりまし
た。

　富良野市学田３区空知川堤防　　Ｈ30年10月

準グランプリ　『空知川鉄橋を走るキハ４０と十勝岳連峰』
【作品に対するコメント】

　十勝岳連峰を後に控え、暖かい日和の中、駆けていきました。

　古河孝雄

　富良野市在住
































